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(
レ
ジ
ュ
メ)

「
〈
近
代
の
超
克
〉
論
」

こ
の
レ
ジ
ュ
メ
は
、
地
区
の
学
習
会
用
に
作
っ
た
レ
ジ
ュ
メ
だ
が
、
私
に
と
っ
て
は
、
次
の『
日
本
近
代
の
超
克
と
三
木
哲
学
と
の
対
話
』
を

書
く
に
あ
た
っ
て
の
予
備
作
業
で
あ
っ
た
。

問
題
が
多
岐
に
及
ぶ
の
を
防
ご
う
と
、
事
前
に
各
論
客
の
文
章
を
読
ん
で
み
た
の
だ
が
、
当
時
は
日
本
浪
漫
派
に
多
大
な
る
シ
ン
パ
シ

ー
を
感
じ
て
い
た
。
た
だ
、
そ
の
熱
も
直
ぐ
に
覚
め
て
し
ま
っ
た
が
。

○
は
じ
め
に
：
〈
近
代
の
超
克
〉
と
い
う
意
味

一
般
的
に
言
わ
れ
る
よ
う
な
「
知
的
生
産
者
に
対
す
る
時
務
論
」
で
は
解
き
き
れ
な
い
。

・
内
容
的
↓
西
田
幾
太
郎
を
思
想
的
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
す
る
京
都
学
派
が
、
哲
学
的
に
こ
の
論
争
を
組
織
し
た

・
心
情
的
↓
保
田
興
重
郎
に
代
表
さ
れ
る
日
本
浪
曼
派
が
「
敗
北
へ
の
パ
ト
ス
」
を
披
瀝
す
る
な
か
で
、
当
時
の
青
年
・
学
徒

の
混
沌
を
底
辺
か
ら
す
く
い
と
る
と
い
う
構
図

・
西
洋
的
近
代
に
対
抗
す
る
、
単
な
る
乗
り
越
え
で
は
な
い
「
超
克
」
が
意
図
さ
れ
て
い
た
↓
今
の
わ
れ
わ
れ
の
問
題
意
識
と
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も
通
底
す
る
。

・
観
念
の
テ
オ
リ
ア
に
陥
ら
ず
、
暗
い
シ
ニ
シ
ズ
ム
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
『
近
代
の
超
克
』
（
そ
れ
は
科
学
主
義
で
あ
り
、

広
い
意
味
で
の
生
産
力
思
想
で
あ
る
と
言
え
る
）
を
実
現
し
て
い
く
途
を
つ
か
み
取
る
必
要
が
あ
る
。

・
保
田
自
身
↓
世
界
史
上
西
洋
近
代
に
代
表
さ
れ
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
、
悪
し
き
合
理
主
義
を
生
み
出
し
、
人
間
の
創
造
性
を
阻

害
し
て
い
る
現
実
を
変
革
し
よ
う
と
意
図

↓
竹
内
好
の
言
う
よ
う
な
、
時
代
情
勢
に
翻
弄
さ
れ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
流
布
し
た
と
い
う
こ
と
は
言
え
て
も
、
一
様
に
戦

後
の
論
壇
に
お
い
て
「
侵
略
賛
美
」
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
た
よ
う
な
、
戦
前
の
時
務
論
へ
の
加
担
と
い
う
主
張
に
は
見
る
べ
き

も
の
が
な
い
。

・
日
本
の
現
状
に
対
し
あ
く
ま
で
も
文
学
的
な
ス
タ
ン
ス
で
近
代
の
超
克
を
成
さ
ん
と
し
た
。
（
あ
く
ま
で
ロ
ジ
ッ
ク
と
し
て
）

例
：
「
も
の
の
あ
は
れ
」
・
「
イ
ロ
ニ
イ
と
し
て
の
日
本
」

・
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
に
憧
れ
、
そ
の
終
着
に
近
代
の
閉
塞
を
見
た
保
田
（
ゲ
ー
テ
の
『
若
き
ウ
ェ
ル
テ
ル
の
悩
み
』
を
め
ぐ

る
考
察
）

・
〝
万
葉
の
昔
へ
還
れ
！
〟
↓
言
語
化
（
ロ
ゴ
ス
）
で
き
な
い
情
念
（
パ
ト
ス
）
を
、
自
然
（
じ
ね
ん
）
と
し
て
の
流
転
の
な
か
で

促
え
よ
う
と
す
る
苦
闘

・
（
因
み
に
、
三
木
清
は
ロ
ゴ
ス
と
パ
ト
ス
の
総
合
と
し
て
〝
構
想
力
の
哲
学
〟
＝
ポ
イ
エ
シ
ス
を
立
ち
あ
げ
よ
う
と
す
る
も
挫
折

↓
侵
略
の
御
用
哲
学
者
へ
）
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転
向
文
学
の
分
岐
と
日
本
浪
漫
派

・
文
学
界
グ
ル
ー
プ

振
興
芸
術
派
と
転
向
派
の
寄
合
所
帯
。
思
想
的
に
は
雑
多

・
京
都
学
派

哲
学
的
に
「
近
代
の
超
克
」
を
論
じ
、
心
情
に
理
論
的
裏
打
を
与
え
る

・
日
本
浪
漫
派

「
大
君
の
辺
に
こ
そ
死
な
め
」
現
状
に
対
す
る
絶
望
を
介
し
た
シ
ニ
シ
ズ
ム

国
粋
的
な
美
意
識

◎
ナ
ル
プ
（
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
）
↓
『
人
民
文
庫
』
と
『
日
本
浪
漫
派
』
に
分
裂

・
こ
の
「
異
母
兄
弟
」
は
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
挫
折
の
落
と
し
子
で
あ
り
、
決
し
て
イ
ズ
ム
と
し
て
の
ロ
マ
ン
主
義

を
自
覚
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
（
「
ふ
と
気
づ
い
た
何
か
し
ら
共
通
の
感
覚
」
）

近
代
の
啓
蒙
主
義
的
合
理
主
義
に
対
す
る
揺
り
戻
し
が
指
向
さ
れ
て
い
た

近
代
的
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
ｖ
ｓ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ

ß
ト
。
個
人
主
義
ｖ
ｓ
民
族
的
大
我
…
ｅ
ｔ
ｃ
。

日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
挫
折
と
転
向

・
ナ
ル
プ
の
政
治
主
義
的
偏
向
＝
政
治
団
体
の
組
織
と
同
一
の
方
法
が
作
家
団
体
に
対
し
て
も
取
ら
れ
た

◎
（
マ
ル
ク
ス
主
義
）
イ
ス
ト
が
思
想
的
に
転
向
す
る
＝
世
界
観
・
価
値
観
の
総
体
が
根
底
か
ら
転
換

転
向
な
い
し
組
織
活
動
か
ら
の
離
脱
が
思
想
そ
の
も
の
の
次
元
で
自
己
合
理
化
さ
れ
る
時
、
決
定
的
な
価
値
転
換
が
帰
結
す

る
・
マ
ル
ク
ス
主
義
者
は
（
自
ら
の
）
イ
ズ
ム
を
、
諸
他
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
対
し
て
〝
絶
対
化
〟
す
る
。

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
の
諸
思
想
の
最
高
峰
で
あ
る
と
了
解
し
て
い
る
由
に
）

・
だ
か
ら
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
思
想
的
に
転
向
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
既
成
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
思
想
全
般
を
貶
価
す
る
こ
と
と
同
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じ
。東

洋
的
な
「
或
る
も
の
」
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
（
そ
れ
は
何
か
？
）

ß
文
明
開
化
の
論
理
の
終
焉
と
新
生

・
「
思
想
と
し
て
の
満
州
国
」

『
「
満
州
国
」
は
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
以
降
初
め
て
の
、
別
個
に
新
し
い
果
敢
な
文
明
理
想
と
、
そ
の
世
界
観

の
表
現
で
あ
る
。
』

・
「
五
族
協
和
」
「
王
道
楽
土
」
の
実
現
で
あ
る
満
州
国
の
理
念
―
西
欧
近
代
の
「
一
挙
的
」
超
克

し
か
し
現
実
は
、
中
国
の
植
民
地
化
で
し
か
な
か
っ
た
。

・
一
方
で
の
「
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
の
転
向
」
＝
屈
折
と
、
「
満
州
国
」
理
念
へ
の
ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン
の
挫
折
に
よ
っ
て
、
彼

ら
に
デ
ス
ペ
レ
ー
ト
な
心
情
が
芽
生
え
る
。

・
「
没
落
へ
の
情
熱
」
（
＝
イ
デ
ー
）
－
「
日
本
の
イ
ロ
ニ
イ
」
（
＝
現
実
認
識
）
デ
ス
ペ
レ
ー
ト
な
「
故
郷
」
奪
還
↓
神
人
同
床

の
古
代

・

し
か
し
浪
漫
的
日
本
回
帰
を
テ
オ
リ
ー
に
ま
で
形
成
し
え
な
い

・
「
次
の
曙
へ
の
夜
の
橋
」
を
渡
る
た
め
に
、
遮
二
無
二
イ
ロ
ニ
―
と
し
て
の
日
本
を
承
詔
必
謹
走
り
抜
け
る
ほ
か
な
い
―
〝
デ

ス
ペ
レ
ー
ト
な
居
直
り
〟
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日
本
文
芸
の
古
典
と
近
代
性
の
涯

・
こ
の
座
談
会
に
参
加
し
た
文
学
・
評
論
家
た
ち
に
共
通
し
て
い
た
意
識

・
国
粋
主
義
的
な
夜
郎
自
大
で
は
な
く
、
欧
化
絶
対
主
義
的
な
文
明
開
化
に
対
す
る
醒
め
た
相
対
主
義

「
近
代
が
悪
い
か
ら
何
か
他
に
持
っ
て
こ
よ
う
と
い
う
や
う
な
も
の
で
は
な
い
」
（
小
林
）

（
古
い
理
論
を
新
し
い
理
論
に
置
き
換
え
る
）
と
い
う
よ
う
な
実
体
主
義
的
な
も
の
で
は
な
く
、
不
変
な
も
の
・
歴
史
性
を
超

え
る
も
の
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
絶
対
的
な
実
体
で
は
な
く
、
む
し
ろ
〝
永
遠
の
今
〟
と
で
も
い
う
べ
き
或
る
も
の
へ
の
覚
醒

近
代
性
の
涯
と
信
ず
る
処
ま
で
歩
い
て
い
っ
て
拓
け
た
古
典
に
通
ず
る
境
地

そ
れ
は
日
本
的
な
真
（
認
識
）
・
善
（
倫
理
）
・
美
（
審
美
）
へ
の
憧
憬

ṵ
ẏ
ả
ạ
ẙ
ẜẎ

ロ
マ
ン
主
義
（R

o
m
a
n
t
i
c
i
s
m

）･
･
･

十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
に
お
こ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
展

開
さ
れ
た
文
芸
思
潮
。
古
典
主
義
・
擬
古
主
義
に
反
対
し
て
、
伝
統
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
由
奔
放
な
内
面
感
情
の
優
越
性

を
主
張
し
、
無
限
な
も
の
へ
の
あ
こ
が
れ
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
。

因
み
に
ゲ
ー
テ
の
『
ウ
ェ
ル
テ
ル
』
で
は
、
ゲ
ー
テ
の
主
人
公
・
ウ
ェ
ル
テ
ル
に
対
す
る
距
離
の
取
り
方
が
「
作
者
の
自
虐

の
形
式
」
で
あ
る
「
虐
待
」
で
あ
る
と
、
保
田
は
論
じ
て
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ロ
マ
ン
主
義
と
は
一
線
を
画
す
志
向
が
垣
間

見
ら
れ
て
興
味
深
い
。
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イ
ロ
ニ
―
（i

r
o
n
y

）･
･
･

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
用
い
た
問
答
法
。
対
象
に
つ
い
て
誤
っ
た
こ
と
を
い
い
、
こ
れ
を

承
認
す
る
よ
う
に
み
せ
か
け
な
が
ら
、
こ
れ
と
反
対
の
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
論
法
の
こ
と
。
こ
れ
が
転
じ
て
、
皮
肉
や
あ
て

こ
す
り
、
反
語
な
ど
の
意
味
に
も
用
い
ら
れ
る
。

こ
こ
で
日
本
浪
漫
派
に
よ
っ
て
宣
揚
さ
れ
て
い
る
「
日
本
の
イ
ロ
ニ
イ
」
と
い
う
表
現
は
、
極
め
て
文
学
的
表
現
な
が
ら
、

近
代
主
義
的
な
社
会
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。

デ
ス
ペ
レ
ー
ト
（D

e
s
p
e
r
a
t
e

）･
･
･

絶
望
す
る
。
自
暴
自
棄
的
な
様
の
こ
と
。

万
葉
集･

･
･

「
万
（
よ
ろ
ず
）
の
言
葉
（
こ
と
の
は
）
の
集
」
と
い
う
意
。
現
存
す
る
日
本
最
古
の
歌
集
。
編
者
・
成
立
年

代
は
不
詳
だ
が
、
長
年
月
に
わ
た
り
何
人
か
の
編
者
の
手
に
よ
り
成
っ
た
も
の
で
、
最
後
に
大
伴
家
持
に
よ
っ
て
整
理
し
追

加
さ
れ
、
奈
良
時
代
の
末
か
平
安
時
代
の
初
め
ご
ろ
に
は
現
存
の
形
態
が
で
き
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
全
二
十
巻
。
四
千

五
百
首
ほ
ど
の
歌
を
含
み
、
歌
体
も
長
歌
・
短
歌
・
旋
頭
歌
等
数
種
類
に
お
よ
び
、
作
家
は
天
皇
・
貴
族
か
ら
庶
民
に
至

る
ま
で
あ
ら
ゆ
る
階
層
を
含
む
。
時
代
的
に
は
記
載
に
従
え
ば
仁
徳
天
皇
の
こ
ろ
か
ら
、
七
五
九
年
（
天
平
宝
字
三
）
に
至

る
四
百
五
十
年
に
わ
た
る
が
、
舒
明
天
皇
前
後
か
ら
一
世
紀
間
の
歌
が
大
半
を
占
め
る
。
時
期
に
よ
っ
て
歌
風
の
変
化
は
あ

る
が
、
そ
の
多
く
は
素
朴
な
感
動
と
健
康
な
格
調
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
は
漢
字
だ
け
で
書
か
れ
、
い
わ
ゆ
る
〝
万
葉
が

な
〟
と
呼
ば
れ
る
、
漢
字
の
特
殊
な
用
法
が
多
い
の
が
用
字
法
上
の
特
色
。

保
田
が
そ
の
理
想
郷
と
し
て
い
る
「
万
葉
の
昔
」
と
い
う
の
は
、
神
人
同
床
の
古
代
と
い
う
位
の
意
味
で
、
価
値
観
の
混

在
し
た
差
別
無
き
理
想
社
会
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
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